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●ミツバチとメダカの観察会 募集定員をオーバーする参加者が来所予定 10 家族 28 人(小人 15 人) 

世間一般的にハチは槍を持っていて人間に攻撃をしてくるもの、恐い生き物との印象があります。

しかし、ハチの果たしている役割を正しく理解すると、それほど恐ろしいものではない事がお分か

りいただけます。日本のメダカはキタノメダカとミナミメダカの二種であったとされていますが、

交雑や品種改良で自然界には居ないものが出回りだしています。今回こうした点を正しくご理解を

いただくために取り組みます。5 月 7日現在の参加申込数は予定数に達しました。スタッフを含むと

30 人以上になり、会場一杯になります。15 日には草刈りなどを行うなどの整備を予定しています。

今回は初回でもありますので慣れない不都合も発生すことも考えられますが、皆さんのご協力で成

功するようにお願いいたします。7日に応募を締め切りましたところ 10 家族 28 人の参加申し込みが

ありました。 

 

●会誌 56 号すべてカラー印刷で完成 印刷製本作業を 5人で大奮闘 

今回の 56 号は総ページ数が 168 を超える大作になりました。 

講演会報告に湯本貴和先生から貴重な原稿を届けていただきま

した。そして、同志社大学在学中から里山の会に会員として活

躍され京都大学大学院を卒業された小林さんが中国雲南省訪問

の原稿を提供していただき、大変充実した会誌に出来上がりま

した。それに今回は太田理事が編集・印刷・発行事務に関わっていただきました。大きな前進が始

まり、新しい力が誕生したと思われます。これまでは送付しても宛先が違っていたりして出戻りに

なる出来事が多数発生してきました。昨年の夏に名簿整理を会計事務担当の小川さんに行っていた

だき、これまでの播川さんに太田さん、森島さん、金田さん、有田さん、森島副理事長など理事の

皆さんが力を合わせて印刷作業に取り掛かり、大仕事を推進していただきました。 

今回は一部の原稿寄稿のお話がありましたので、印刷ぎりぎりまでお待ちすることになって、発

送が 5月になるという結果になりました。また物価高の連続と運送業務の変更で送付料金が予想を

超える高額になりました。郵送事務が大きく変更になって対応に苦労をいたしました。 

会員の皆さん方からは、こうした世間の動きを機敏に感じ取っていただき会費納入を進めていた

だいています。有難いことです。このご協力に応えて年を取ってきましたがみんなで頑張り続けて

いこうと思います。 

この会誌が、活動に参加されて頂けない方にも、できるだけ内容がお伝えできるものになってい

ればと努力を重ねていますが、これからもさらに改善改良を果たさなければなりません。ぜひとも

会員各位から要望意見を頂戴し、新しく前進できるよう提案をいただければ有難いと思います。 

本文分：168 ページ:用紙 1円・印刷費:10 円＝200 冊 336,000 円 送料 170 円=100 冊 17,000 円 

の経費が掛かりました。 

会誌発行には総合的な組織的な取り組みが求められます。製本作業だけでなく ①原稿集めと編

修、目次つくり ②送付先の名簿管理(入会退会者の把握) ③会費納入管理(会計との連携) ④事

業の計画性と結果記録 等です。 
 
●京都府交響プロジェクト完了報告書 受領される 

2023 年度の交響プロジェクトの報告書を提出した結果、第 1段階の審査を

通過したとの連絡をいただきました。これから第 2段階の審査が行われる

ところになっているとのことです。里山の会の第一次の報告書では 853,000

円でしたが、1次審査では 811,000 円が交付金対応になると判断されました。規格に合う形で報告し

ましたが、要項規定に外れるものが明確になって減額されました。里山の会では会員の減少が右肩



下がりで、財政運営が一年一年厳し

くなってきている時こうした交付金

が大変大きな役割を果たしていま

す。講師謝金や事務経費などへの必

要経費の交付は非常にありがたいも

のです。特にイベントなどでの保険

料補助も安心して事業に取り組める

ので有効です。 

 

●毎日新聞 5 月 4 日の 余録の紹介 

5 月 4 日に、里山の会の発足当時、本

会の会計の相談にいろいろ大きな力

を貸していただいた伊藤宏範氏が来

所され、左の記事を紹介していただ

きました。伊藤氏も大学を卒業して

就職をした時にこの活動に参加さ

れ、大変苦労されたそうです。 

伊藤氏は、昨年 9月に催した第 26 回

里山講演会で「生き物いろいろ」と

題して講演をいただいた生物多様性

センター長の湯本貴和氏と京都大学

の同窓生で、共に動物学を学んだ間

柄だとおっしゃっていました。 

 

●5月 23 日(木)13 時から 国交省淀川

河川事務所の木津川出張所の西田所長さ

んとの話し合いを計画しています。 

これまで毎年木津川を身近にしていくためにいろいろ話し合ってきました。里山の会が木津川堤防

に生育している絶滅危惧種に指定されている植物の保存維持調査のための作業や、子どもたちが安

心して川で遊べるための施策、竹蛇籠や中聖牛の製作設置への協力を要望してきました。この 20 年

間で一貫して要望してきたのが、散歩されるご婦人や子どもたちにやさしい川づくりのための必須

の施設給水施設やトイレの設置でした。今年も例年同じ要請をしようと考えています。皆様からこ

のような施策や取組がされるといいなあと思いつかれたことがありましたら一言でもご連絡をお願

いいたします。✉ｆddbw257＠yahoo.co.jp.または FAX.0774-64-4183 でお知らせください。お待ち

しています。 

 

●先の第 30 回総会で今年も 10 月始めに魚釣り大会を計画しています。 

夏には昆虫観察会なども実施します。それぞれの得手を生かしてサークル活動を作る方向に決定し

ました。関心のある課題での集り(サークル)を目指します。今考えられるのは魚サークル、昆虫サ

ークル、農園サークルです。メダカサークルやミツバチサークルも考えていきましょう。少し前に

は世界遺産を訪ねる会として、屋久島や白神、尾瀬、また愛知用水、豊岡のコウノトリセンターな

どを訪ねました。遠くでなくともみんなの見聞を広げる取組案もあれば連絡ください。交通費を含

み 4,000 円位のプランが手頃ではないでしょうか。 


